
（仮称）和泉市北部総合スポーツ公園基本構想 （概要版）

（仮称）北部総合スポーツ公園（以下、本公園）の計画地があ

る北部地域では、スポーツ・レクリエーション施設（以下、スポー

ツ施設）の不足が長年指摘されてきました。この課題に対応す

るため、平成15年に「北部地域公共施設整備事業」として、現

在の信太山丘陵里山自然公園周辺での施設整備が計画されま

した。その後の自然環境調査で、絶滅危惧種を含む多様な生物

や独自の生態系が確認されたことを受け、事業内容は見直さ

れ、当初のスポーツ施設整備から自然環境の保全と活用を優

先する方針へと変更されました。

その後、約１０年にわたり、代替候補地の検討を進められた結

果、国有地等の無償貸付を前提に旧泉北水道企業団の事業用

地跡地（図１）の活用を検討することが決定されました。

また、スポーツ施設の利用は土日祝日に集中し、稼働率が高

く、予約が取れず希望どおりに利用できない事例が生じており、

スポーツ施設の不足が課題として指摘されています。上位計画

での位置づけや本市の利用実態を踏まえると、多様化するス

ポーツニーズに対応した施設整備が求められています。

以上の経緯と背景を踏まえ、本市では市民のスポーツに対す

る高まるニーズに応えるべく、新たなスポーツ施設の整備を推

進するための「基本構想」を策定しました。

“人と人”、“人と自然”がつながる、スポーツとふれあいの拠点

多様な人々が集い、楽しむ、活気あふれるスポーツ拠点方針１

・ 子どもから高齢者まで、障がいの有無にかかわらず、誰もが気軽に利用できる施設づくりを検討します。

・ 多世代が交流し、新たな出会いとにぎわいが生まれる空間を形成します。

・ 競技のレベルを問わず多様なニーズに対応できる充実した施設を目指します。

自然とふれあい、豊かさを感じられる“憩いの空間“方針2

・ 自然を感じられる空間で運動することで、心身ともに豊かになる施設づくりを推進します。

・ 地域特有の自然や生態系に触れ、くつろぎを感じられる環境を整備します。

・ 施設整備や運営において、自然環境への影響を最小限に抑える取組を推進し、地域と調和した環境づく

りを目指します。

安全を守り、快適に利用できる“やすらぎのある施設“方針3

・ 予約なしでも利用できる芝生広場やウォーキングコースで、心身ともに豊かになる施設づくりを推進します。

・ 施設利用者の安全確保や快適性の向上を図り、誰もが安心して利用できる施設づくりを推進します。

・ 渋滞や騒音、光害など、計画地周辺の住民に配慮した施設づくりに努めます。

・ 災害時の活用を想定した施設づくりや防災機能を有する設備の配置を検討します。

施設名 施設種別

1 和泉市立光明池球技場 運動広場/テニスコート

2 和泉市立光明池緑地運動場
運動広場/テニスコート及
び練習場

3 惣ヶ池こどもグラウンド 野球場

4

和泉市総合スポーツセンター
（関西トランスウェイスポーツスタ

ジアム）

多目的グラウンド / 野球
場 / テニスコート / 多目
的室

5 和泉市立市民体育館 大体育室・小体育室

6 和泉市立コミュニティ体育館 体育館

7 くすのき公園テニスコート テニスコート

8 槇尾川公園テニスコート テニスコート

9 和泉市温水プール（サン燦プール） 水泳プール

No

表1 本市のスポーツ施設一覧

（２）利用状況

利用者数を集計している施設について、令和元年度以前は年間50万人台（のべ）で推移していましたが、新型コ

ロナウイルス感染症による緊急事態宣言等が発令されていた令和2年および令和3年には、年間約30万人まで落

ち込んでいます。しかし、令和4年度以降、回復傾向に

あり、温水プールを除き、令和元年度以前の水準まで

回復しています。特に和泉市総合スポーツセンターの

利用者数は令和元年の約1.5倍となっています。

68,435 64,332 47,760 57,299 31,878 45,576 56,079 59,989

81,982 85,733 91,737 85,641
56,061 55,026

82,051 74,187

68,235 58,064 50,905 45,365

37,657 41,497
43,694 45,456

75,114 80,681
71,230 63,148

51,865
56,416

65,840 64,996

15,849
67,600 90,315 85,866

53,262

79,174

124,836 127,489
11,830 12,205

10,203

11,189

12,506 12,507
16,471

15,706
12,064

11,251

9,709

9,457

10,169 9,150
208,605

199,045 190,586
170,583

39,977

48,672

77,915 73,499

534,691
571,161 566,427

531,358

290,612

347,007

473,090 467,273

0

200,000

400,000

600,000

H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05

和泉市立市民体育館 和泉市立コミュニティ体育館 和泉市立光明池緑地運動場

和泉市立光明池球技場 和泉市総合スポーツセンター 槇尾川公園テニスコート

くすのき公園テニスコート 和泉市温水プール

（１）基本コンセプト

世代や障がいの有無にかかわらず、誰もが平等にスポーツを楽しみ、交流できる場を提供するとともに、地域

特有の自然環境や周辺地域の住環境に配慮した、人や自然とのふれあいを大切にする施設を目指します。

（２）整備方針

（３）スポーツ施設等に関する課題の抽出

市民・施設利用者団体アンケート調査、高齢者団体・障がい者団体ヒアリング調査の結果より、次のとおり課題

を整理しました。

① 市内のスポーツ施設は多様だが、利用者は高齢化し、若年層の利用は少ない状況です。また、運動場や野球

場は稼働率が低い一方、土休日は予約が集中しており、予約がとれない状況にあります。今後は若年層が関

心を持つスポーツへの対応や、需要分散、全世代が利用しやすい環境整備が求められています。

② 市内の多くのスポーツ施設は老朽化し、空調・照明や更衣室などの設備が不足しており、競技スペースや駐

車場も十分でなく、用途が限定的でスポーツ以外で活用しにくい状況です。今後は設備更新と多目的化を進

め、競技団体から一般利用者まで幅広いニーズに応える環境整備が求められています。

③ 市民からは避難所機能やバリアフリー、交通アクセス改善、自然環境を活かした施設への要望が高い傾向に

あります。今後は災害対応設備の整備、高齢者から子どもまで世代を超えて利用できる環境づくり、自然や

景観を活かした施設設計が求められています。
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（１）上位計画における位置づけ

本計画は、本市の最上位計画である第

６次和泉市総合計画や、和泉市生涯学

習・スポーツ推進計画や第2次和泉市都

市計画マスタープランに準じ、また各種

関連計画と調和した内容とします。

第6次和泉市総合計画

和泉市生涯学習・

スポーツ推進計画
第2次和泉市都市計画

マスタープラン

（仮称）北部総合スポーツ公園基本構想

関連計画

本計画

図3 各計画の関係図

図4 本市のスポーツ施設の利用状況

図2 計画地周辺の現況

図1 計画地の位置図

計画地
JR和泉府中駅

JR信太山駅

図6 休日のスポーツ種類別の稼働率図5 和泉市のスポーツ施設の利用有無

1 はじめに
本編 p1-1

2 本市におけるスポーツ施設の現状と課題
本編 p2-1～2-30

3 （仮称）北部総合スポーツ公園基本方針
本編 p3-1～3-10



（３）ゾーニングの設定

ゾーン名 概要 主な施設

スポーツゾーン

市内の施設利用率が高い野球、サッカー、テニス等の運動

ができる屋外スポーツ施設、及びその観覧スペースを計画

します。

野球場 1面

多目的グラウンド 1面

テニスコート 4面

アーバンスポーツ

ゾーン

市内で利用できる場所が少ないスケートボードや3×3な

どアーバンスポーツが可能な施設を計画します。

スケートパーク

3×3コート 2面

広場ゾーン

予約等が不要で気軽に利用でき、多目的利用が可能な芝

生広場や幅広い年齢層の子どもが利用できる大型遊具等

を計画します。

多目的広場

大型遊具 等

エントランス

ゾーン

スポーツセンターの玄関にあたり、施設利用の受付機能・

観覧機能を担う管理棟や車両が転回するロータリーを計

画します。

エントランス広場

管理棟

ロータリー

駐車場ゾーン

公園利用者用の駐車場を計画する。計画地内は高低差が

あり、公園利用者の利便性を考慮し、駐車スペースを分散

して設置します。

一般車駐車場

障がい者用駐車場

大型車用駐車場

自然ゾーン
惣ヶ池湿地の貴重な湿原環境や湿原性植物を保全すると

ともに、その周囲の二次林の保全を行います。
惣ヶ池湿地

（3）有効な事業手法の検討

民間活力を導入する事業手法は、維持管理・運営

の主体や民間式活用の有無などにより、DB方式、

DBO方式、PFI方式の手法が想定されます。

事業手法は、基本計画の検討と併せて、和泉市

PPP/PFI手法導入優先的検討規程に従って、整

備・管理運営事業の事業手法について検討を行い、

最適な事業手法を検討します。

６タイプのゾーンを設定し、計画地の自然に富んだ高低差のある地形状況を踏まえて、以下に示すゾーニング案

を設定しました。

（4）事業スケジュール

民間活力を導入した施設整備を進める場合として、想定する主な事業スケジュールは以下のとおりです。

令和7年度
（2025）

令和8年度
（2026）

令和9年度
（2027）

令和10年度
（2028）

令和11年度
（2029）

令和12年度
（2030）

令和13年度
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令和14年度
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令和16年度
（2034）
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図7 ゾーニング案

表2 各ゾーニングの概要

図8 PPP/PFI事業の分類イメージ

表4 想定する事業スケジュール

4 基本構想の実現に向けて
本編 p4-1～4-5

基本構想
の策定

基本設計・実施設計 整備工事

※ 採用する事業手法や事業の進捗状況に応じて、スケジュールは見直す場合があります。
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（1）概算事業費

（2）財源確保

施設整備費

補助金等 所管

学校施設環境改善交付金 文部科学省

新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）
内閣府

民間資金等活用事業調査費補助事業

民生安定助成事業 防衛省

社会資本整備総合交付金（都市公園事業）
国土交通省

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）

スポーツ振興くじ助成金（地域スポーツ施設整備助成） 日本スポーツ振興センター

施設整備費について、公園施設やスポーツ施設の整備面積等を考慮すると、約55～60億円程

度と想定します。ただし、施設整備費は建設資材価格や建設労務費等の状況により、変動する場合があります。

施設整備後の運用費用について、和泉市内のその他のスポーツ施設の運営状況を参考に、本公

園の面積規模を考慮すると、年間約6～7千万円程度（内、利用料金収入等で賄えるのは4～5千万円程度）と想

定します。

施設整備にかかる財源は、学校施設環境改善交付金など国の交付金や補助金等（表3参照）の活用を検討し、残り

の事業費については地方債等の活用を検討します。

表3 主な補助金

運用費用

（本編より一部抜粋）


